
※内容に変更がある場合がございます．

2007年

   13:00～14:00 概論

 14:05～15:05                      症候と病態(１)

 15:10～16:10 　　　　 症候と病態(２)

弁護士の基礎医学講座 19  in  関西

プログラム

第1回

第2回

高次脳機能障害 Ⅰ

11月18日（日）

第3回

脳器質性障害の病像（共通性と疾患特異性）

 ニシカワ　　タカシ

西川  隆

大阪府立大学 総合リハビリテーション学部 教授
昭和54年信州大学医学部卒業、大阪大学医学部精神医学教室に入局。
星ヶ丘厚生年金病院神経科医長、大阪船員保険病院神経科部長、大阪大学大学院
医学系研究科専任講師、大阪大学医学部附属病院神経科精神科病棟医長、大阪府
立看護大学総合リハビリテーション学部教授などを経て、平成15年より現職。

講
師

本講座には講師推薦本があり、当事務局でお申し込み頂けます。
予めお申し込みのご住所へ発送いたします。

『高次脳機能障害 その概念と画像診断』（中外医学社）
　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　１冊  \8,190-(税込)
　     　　　　　　　　　　     　　　　　　　 送料　  \500-(沖縄・離島を除く)
                                               合計  \8,690-

◆会場（右図参照）

　 新大阪丸ビル新館 606号室              　　　
　　　大阪市東淀川区東中島1-18-27

    TEL：06-6321-1516（代）
      

◆募集人数  定員30名

●交通　JR新大阪駅徒歩2分
        

失語を中心に

(失行・失認・記憶障害・脳梁離断症候)

前頭葉機能障害を中心に

(認知症・情動障害・いわゆる「高次脳機能障害」)

近年「高次脳機能障害」という言葉は２通りに用いられているのをご存知ですか？
殊に行政では医科学的な理解が現状に即していません．

記憶障害・意欲障害・注意障害や遂行機能障害だけを捉える「高次脳機能障害」とする事で、
適切な賠償や行政サービスを受けられない、様々な問題をも引き起こしています．

当講座では乖離している問題点のみならず、解剖生理から外傷、先天性疾患、脳障害などで、
「高次脳機能障害」とはどのような症候や病態なのか示しながら、シリーズ化してひも解いていきます．


